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甘露の雨に大地が潤い、校庭の草木に生命の息吹が感じられる今日の佳き日、福岡

県教育委員会をはじめ、ご来賓並びに保護者の皆様のご臨席を賜り、福岡県立特別支

援学校「福岡高等学園」第三十五回卒業証書授与式を挙行できますことは、この上な

い慶びであり、心より感謝申し上げます。 

 

卒業する四十三名の皆さん、卒業おめでとうございます。 

先ほど、卒業証書を授与しました。証書を受ける一人ひとりの表情や声、振る舞い

を見ただけで、本校で充実した日々を重ねてきたことが分かります。 

皆さんが本校に入学した三年前を思い出してください。新型コロナウイルス感染の

波が繰り返され、入学式の写真はマスク姿でした。私達の生活に様々な制限がかけら

れ、大人でさえ先の見通しが持てず不安な時に、皆さんは入学と同時に親元を離れて

学校と寄宿舎での生活を始めたのです。初めての環境に戸惑いや不安がどれだけ大き

かったことでしょう。 

しかし、そんな中でも皆さんは、先生方の教えや先輩のアドバイスを素直に受け止

め、新しい生活様式を実行し、健康を守り、勉学や寄宿舎生活を止めずに続けること

ができました。また、日常の些細なことや当たり前の生活ができるようになったこと

に喜び、感謝する心を身に付けました。教科や専門の授業で真剣に学ぶ姿、学校行事

や生徒会活動、部活動などで成功や勝利を目指して仲間と協力し、挑戦している姿は、

実に眩しく、頼もしい限りでした。卒業を迎え、様々な力を身に付け、希望の進路を

実現した自分に自信と誇りをもってほしいと思います。 

 

さて、「失敗は成功のもと」「人は失敗によって学ぶ」「七転び八起き」等々、失

敗や困難に関することわざ、名言が世界中に数多くあります。それはなぜでしょう。

失敗や困難は誰にでもあるからです。そしていずれのことわざも乗り越えることがで

きる希望を意味しています。 

皆さんは四月から、それぞれが選んだ道に一人で進んでいきます。分からないこと

ばかりで失敗や困難に何度も遭遇することでしょう。しかしそれは、恥ずかしいこと

でも怖いことでもありません。初めは誰も同じです。困った時には誰かを頼ってくだ

さい。この学校で一緒に学び支え合った仲間、先輩、後輩、先生方、家族がいます。



皆さんを温かく見守り、ずっと応援している人たちがたくさんいることを忘れないで

ください。そして、これから出会う人たちにも味方は大勢います。 

この学校で三年間の学びを貫いたように、自信をもって新しい環境の中で、新しい

ことに挑戦し、それぞれの場所で、自分らしい輝きを放つ存在となることを願ってい

ます。様々な経験を積んでさらに成長した皆さんに、また会える日を楽しみにしてい

ます。 

 

高い所からではございますが、保護者の皆様、関係機関の皆様に、一言ご挨拶を申

し上げます。本日はお子様のご卒業、誠におめでとうございます。これまでの養育の

中で、言葉では言い尽くせないご苦労も多かったことと思います。それだけに、いろ

いろな出来事をひとつひとつ乗り越え、立派に成長されたお子様の姿に感慨もひとし

おのことと存じます。これまで本校の教育にご理解とご協力を賜りましたことに、心

より感謝申し上げます。 

 

結びに、県教育委員会をはじめ、ご来賓の皆様にはご多用の中、ご臨席を賜り、卒

業生に温かい励ましのお言葉をいただきましたことに心より感謝申し上げますととも

に、本日、ご出席の皆様のご健勝と、卒業する皆さんの輝かしい未来を祈念し、式辞

といたします。 

 

令和六年三月一日 

福岡県立特別支援学校「福岡高等学園」        

     校 長  中野 康子 


